
▼
平
成
十
九
年
七
月
一
日
（
日
）

　

会
報
第
九
十
三
号
を
発
行
。
巻
頭
ペ
ー
ジ
に
第
二
十
一
回
総
会
・
大
会
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
掲
載
。
続
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
（
執
筆
・
松
田
弘
）、

箏
奏
者
・
木
原
朋
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
、
四
つ
の
研
究
発
表
の
要
旨
を
掲
載
し

た
。
第
七
十
九
回
例
会（
野
外
・
尾
道
散
策
）の
報
告
は
大
山
智
徳
が
執
筆
し
た
。

▼
平
成
十
九
年
七
月
二
十
八
日
（
土
）

　

第
二
十
一
回
総
会
・
大
会
を
広
島
県
立
美
術
館
・
地
階
講
堂
で
開
催
し
た
。

九
時
三
十
分
、
総
会
の
初
め
に
金
田
晉
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
議
事
に
入
っ
た
。

平
成
十
八
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
委

員
か
ら
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
平
成
十
九
年
度
事
業

計
画
、
予
算
案
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。

　

十
時
か
ら
大
会
を
開
始
。
午
前
中
に
研
究
発
表
①
「
日
本
近
世
に
お
け
る
養

生
思
想
に
つ
い
て 

―
貝
原
益
軒
『
養
生
訓
』
を
中
心
に
―
」（
広
島
大
学
大
学

院
生
・
福
光
由
布
）
②
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
作
《
聖
ヨ
セ
フ
の

前
に
現
れ
た
る
天
使
》
に
つ
い
て
」（
ふ
く
や
ま
美
術
館
学
芸
員
・
平
泉
千
枝
）

が
行
わ
れ
た
。昼
休
憩
を
は
さ
ん
で
③「
１
９
３
０
年
代
中
盤
の
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

に
お
け
るäthetish

の
問
題 

―
感
性
の
在
処
と
美
へ
の
問
い
―
」（
同
志
社
大

学
大
学
院
生
・
近
岡
資
明
）
④
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
チ
ェ
レ
プ
ニ
ン
に
つ
い

て
の
研
究 

―
中
国
と
日
本
に
お
け
る
活
動
を
中
心
と
し
て
―
」（
エ
リ
ザ
ベ
ト

音
楽
大
学
大
学
院
生
・
王
文
氏
）
が
行
わ
れ
た
。

　

エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
と
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
・
木
原
朋
子
氏
の
箏

演
奏
を
鑑
賞
し
た
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
美
術
作
品
と
場
所
」
を
開
始
し
た
。

趣
旨
説
明
は
広
島
県
立
美
術
館
総
括
学
芸
員
の
松
田
弘
、
続
い
て
四
つ
の
事
例

①
「
岡
本
太
郎
《
明
日
の
神
話
》」（
前
広
島
市
現
代
美
術
館
副
館
長
・
竹
澤
雄

三
、
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
・
木
村
成
代
）
②
「
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
の
一
連
の

展
示
活
動
」（
広
島
市
立
大
学
・
前
川
義
春
）
③
「
広
島
平
和
記
念
公
園
と
そ

の
周
辺
の
作
品
」（
広
島
市
現
代
美
術
館
・
松
岡
剛
④「
岡
部
昌
生《
第
52
回
ヴ
ェ
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ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
日
本
館
の
展
示
》」（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
石
丸
勝
三
）

が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
事
例
発
表
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
司
会
は
松
田
弘
が
務
め
た
。
総
会
・
大
会
の
参
加
者
は
六
十
七
名
。

▼
平
成
十
九
年
九
月
五
日
（
水
）

　

会
報
第
九
十
四
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
松
岡
剛
の
「
展
示
の
空
間
」。
広
島

芸
術
学
会
第
二
十
一
回
大
会
報
告
と
し
て
、
福
光
由
布
の
発
表
を
陳
貞
竹
が
、

王
文
氏
の
発
表
を
上
野
仁
が
報
告
し
た
。
ま
た
、
井
野
口
慧
子
が
木
原
朋
子
氏

の
箏
演
奏
と
現
代
箏
曲
に
つ
い
て
の
覚
書
を
寄
せ
た
。
最
終
ペ
ー
ジ
に
第
八
十

回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

▼
平
成
十
九
年
九
月
二
十
二
日
（
土
）

　

第
八
十
回
例
会
は
初
の
試
み
で
大
衆
演
劇
の
鑑
賞
。
広
島
市
南
区
に
古
く
か

ら
あ
る
清
水
劇
場
で
「
劇
団 

花
吹
雪
」
に
よ
る
芝
居
『
男
の
花
道
』
と
舞
踊
「
宝

塚
シ
ョ
ー
」
を
愉
し
ん
だ
。
参
加
者
は
十
六
名
。

▼
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
日
（
火
）

　

会
報
第
九
十
五
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
大
井
健
地
の
「
永
徳
が
描
い
た
信
長

の
顔
」。
第
九
十
四
号
に
未
掲
載
だ
っ
た
大
会
報
告
を
掲
載
し
た
。
平
泉
千
枝

の
研
究
発
表
を
船
本
菜
穂
子
が
、
近
岡
資
明
の
発
表
を
片
山
理
美
が
報
告
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
福
光
由
布
が
報
告
し
た
。
最
終
ペ
ー
ジ
に
第
八
十
一

回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

▼
平
成
十
九
年
十
二
月
八
日
（
土
）

　

第
八
十
一
回
例
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
し
た
。
一
つ
目
の
研
究

発
表
は
郵
政
事
業
会
社
・
大
山
智
徳
の
「《
性
格
の
な
い
人
間
》
に
お
け
る
身

体
の
一
考
察 

―
Ｒ
・
ム
ー
ジ
ル
の
小
さ
な
物
語
を
め
ぐ
っ
て
―
」。
二
つ
目
は

広
島
県
立
美
術
館
・
永
井
明
生
の
「
画
家
の
残
し
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク 

―
児

玉
希
望
に
関
す
る
新
出
資
料
紹
介
」。
参
加
者
は
十
八
名
。

▼
平
成
二
十
年
二
月
十
五
日
（
金
）

　

会
報
第
九
十
六
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
山
本
一
隆
の
「
イ
ン
ド
の
光
と
影
」。

第
八
十
一
回
例
会
報
告
は
大
山
智
徳
の
発
表
を
柿
木
伸
之
が
、
永
井
明
生
の
発

表
を
菅
村
亨
が
書
い
た
。最
終
ペ
ー
ジ
に
第
八
十
二
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

▼
平
成
二
十
年
三
月
八
日
（
土
）

　

第
八
十
二
回
例
会
を
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
講
堂
で
開
催
し
た
。
研
究
発
表
の

一
つ
目
は
、
広
島
市
立
大
学
大
学
院
生
・
山
浦
め
ぐ
み
の
「
湿
潤
の
風
土
に

培
わ
れ
た
日
本
絵
画
の
空
間
性 

―
《
雲
》
は
何
故
描
か
れ
続
け
た
か
」。
二

つ
目
の
発
表
は
、
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
学
芸
員
・
水
木
祥
子
の
「
ゴ
ッ
ホ
の

農
民
画
に
つ
い
て 

〜
ミ
レ
ー
の
影
響
を
中
心
に
」。
参
加
者
は
二
十
名
。
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▼
平
成
二
十
年
四
月
三
十
日
（
水
）

　

会
報
第
九
十
七
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
一
鍬
田
徹
の
「
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ

フ
ィ
ッ
ク
＋
ヒ
ロ
シ
マ
」。
第
八
十
二
回
例
会
報
告
は
山
浦
め
ぐ
み
の
発
表
を

松
田
弘
が
、
水
木
洋
子
の
発
表
を
田
村
桂
子
が
書
い
た
。
投
稿
・
エ
ッ
セ
イ
は

袁
葉
の
「
百
聞
不
如
一
見
」。
最
終
ペ
ー
ジ
に
第
八
十
三
回
例
会
案
内
を
掲
載

し
た
。

▼
平
成
二
十
年
五
月
十
八
日
（
日
）

　

第
八
十
三
回
例
会
は
野
外
例
会
で
、
古
く
か
ら
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
福

山
市
・
鞆
の
浦
を
散
策
し
た
。
鞆
の
浦
は
現
在
、
福
山
市
が
多
く
の
市
民
の
反

対
を
押
し
切
り
、
埋
め
立
て
架
橋
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
世
界
的
な
注
目
を
集

め
て
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
訪
問
地
と
し
て
選
ば
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
福
山
駅
で
集
合
。
ま
ず
は
同
市
熊
野
町
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
昼

食
を
愉
し
み
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
鞆
の
浦
へ
。
対
潮
楼
、
太
田
家
住
宅
、
鞆
ま

ち
づ
く
り
工
房
を
見
学
後
、
夕
方
、
尾
道
ま
で
瀬
戸
内
海
の
船
旅
を
愉
し
ん
だ
。

今
回
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
お
よ
び
案
内
役
を
務
め
た
の
は
、当
学
会
の
末
永
航
委
員
。

参
加
者
は
九
名
。

《
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
現
在
、法
人
会
員
四
法
人
、個
人
会
員
二
百
四
名（
特

別
会
員
二
名
、
一
般
会
員
百
七
十
七
名
、
学
生
会
員
二
十
五
名
）》

▼
平
成
二
十
年
七
月
十
日
（
木
）

　

会
報
第
九
十
八
号
を
発
行
。
巻
頭
ペ
ー
ジ
に
第
二
十
二
回
総
会
・
大
会
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
掲
載
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
陳
貞
竹
、佐
々
木
優
の
研
究
発
表
要
旨
、

竹
澤
雄
三
の
報
告
要
旨
、
テ
ル
ミ
ン
奏
者
・
船
田
奇
岑
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
載

せ
た
。
投
稿
ペ
ー
ジ
に
は
范
叔
如
が
「
愛
に
国
境
な
し
」、
袁
葉
が
「
軽
生
す

る
日
本
人
？
」、
高
山
博
子
が
「
祈
り
」
と
題
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
た
。

▼
平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日
（
土
）

　

第
二
十
二
回
総
会
・
大
会
を
広
島
県
立
美
術
館
・
地
階
講
堂
で
開
催
し
た
。

十
時
、
総
会
の
初
め
に
金
田
晉
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
議
事
に
入
っ
た
。
平
成

十
九
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
委
員
か
ら

な
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
二
十
年
度
事
業
計
画
、
予
算

案
が
発
表
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。

　

十
時
三
十
分
か
ら
大
会
開
始
。
午
前
中
に
二
つ
の
研
究
発
表
①
「
荻
生
徂
徠

に
お
け
る
古
楽
の
復
元 

―
楽
律
・
楽
制
・
琴
学
に
関
す
る
検
討
―
」（
広
島
大

学
大
学
院
博
士
課
程
・
陳
貞
竹
）
②
オ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
の
音
楽 

―

そ
の
ヘ
テ
ロ
性
と
自
由
―
」（
大
阪
大
学
大
学
院
博
士
課
程
・
佐
々
木
優
）。

　

昼
休
憩
後
、
美
術
評
論
家
の
竹
澤
雄
三
が
「
岡
本
太
郎
《
明
日
の
神
話
》
広

島
誘
致
顛
末
記
」
を
報
告
し
た
。
続
い
て
船
田
奇
岑
が
珍
し
い
楽
器
、
テ
ル
ミ

ン
を
演
奏
し
た
。

　

続
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ー
ト
に
お
け
る
「
記
録
と
記
憶
」。
冒
頭
で
千
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代
章
一
郎
が
基
調
講
演
「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
記
録
と
記
憶
に
つ
い
て
」
を

行
い
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
千
代
章
一

郎
、
柿
木
伸
之
、
的
場
智
美
、
吉
井
章
。
司
会
は
松
田
弘
が
務
め
た
。
参
加
者

は
四
十
四
名
。

▼
平
成
二
十
年
九
月
四
日
（
木
）

　

会
報
第
九
十
九
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
松
田
弘
の
「
展
覧
会
ツ
ー
リ
ズ
ム
」。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
第
二
十
二
回
大
会
の
報
告
で
、
陳
貞
竹
の
発
表
を
朝
山
奈

津
子
が
、
佐
々
木
優
の
発
表
を
能
登
原
由
実
が
、
竹
澤
雄
三
の
報
告
は
井
野
口

慧
子
が
報
告
し
た
。
午
後
か
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
冨
田
英
夫
が
ま
と
め
た
。

最
終
ペ
ー
ジ
に
第
八
十
四
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

▼
平
成
二
十
年
九
月
二
十
一
日
（
日
）

　

第
八
十
四
回
例
会
は
広
島
市
植
物
公
園
の
展
示
資
料
館
で
開
催
し
た
。
前
半

は
染
織
家
、
井
上
三
津
子
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
染
色
に
つ
い
て
の
講
義

の
後
、
柿
渋
で
和
紙
を
染
め
た
。
後
半
は
中
国
・
山
東
大
学
文
藝
美
学
研
究
セ

ン
タ
ー
、
馬
龍
潜
氏
の
講
演
「
中
国
の
環
境
美
学
の
形
成
と
発
展
に
つ
い
て
」

を
聴
い
た
。
例
会
後
、
希
望
者
は
同
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
園
内

を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
三
十
一
名
。

▼
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）

　

会
報
第
百
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
金
田
会
長
が
「
新
た
な
芸
術
学
会
に
向
け

て
」
を
執
筆
。
第
八
十
四
回
例
会
報
告
は
李
恩
和
が
書
い
た
。
続
い
て
当
学
会

の
改
革
を
推
進
し
て
い
る
金
田
会
長
が
「
年
報
『
藝
術
研
究
』
を
身
近
な
も
の

に
！
」
と
題
し
た
文
章
を
寄
稿
。
伴
谷
晃
二
が
、
十
月
三
日
、
四
日
に
開
催
す

る
「
東
ア
ジ
ア
の
現
代
音
楽
祭
２
０
０
９
 in 
ヒ
ロ
シ
マ 

〜
作
曲
家
の
現
在
〜
」

の
予
告
を
掲
載
し
、
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
今
号
か
ら
始
ま
っ
た
新
コ
ラ
ム
・

展
覧
会
評
の
第
一
弾
と
し
て
松
田
弘
が
「
Ｇ
・
Ｓ
・
Ａ
展
」
を
書
い
た
。
ま
た
、

袁
葉
が
「
中
国
の
新
し
い
風
」
と
題
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
た
。
最
終
ペ
ー
ジ

に
第
八
十
五
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

▼
平
成
二
十
年
十
二
月
十
八
日
（
木
）

　

第
八
十
五
回
例
会
を
広
島
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
た
。「
個

を
主
張
す
る
現
代
に
お
け
る
、
個
の
美
し
さ
の
あ
り
様
を
考
え
る
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
に
、
並
木
通
り
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長　

下
井
良
昭
氏
、
ヘ
ア
メ
イ

ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
坂
井
由
起
子
氏
、
広
島
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
の
協
力

を
得
て
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
の
実
演
、
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
下
井
良
昭
氏
、宮
森
洋
一
郎
氏（
建

築
士
）、
出
本
正
彦
氏
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
）、
坂
井
由
起
子
氏
、
大

橋
啓
一
。
参
加
者
は
三
十
一
名
。
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▼
平
成
二
十
一
年
一
月
十
三
日
（
火
）
〜
十
八
日
（
日
）

　

広
島
芸
術
学
会
芸
術
展
示「
制
作
と
思
考
」第
七
回
展
を
エ
ネ
ル
ギ
ア 

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
助
成
を
受
け
て
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
け
は
ひ
（
気
配
）」。

出
品
者
は
当
学
会
の
作
家
会
員
四
十
二
名
で
、
会
場
の
広
島
県
立
美
術
館
・
県

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
会
期
中
、
千
三
百
七
十
二
名
の
入
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

▼
平
成
二
十
一
年
三
月
三
日
（
火
）

　

会
報
第
百
一
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
水
島
裕
雅
の
「
栗
原
貞
子
記
念
平
和
文

庫
の
開
設
と
広
島
文
学
の
研
究
」。
第
八
十
三
回
例
会
（
野
外
）
を
米
門
が
、

第
八
十
五
回
例
会
報
告
を
大
山
智
徳
が
ま
と
め
た
。
倉
橋
清
方
が
、『
会
則
案
』

と
『《
藝
術
研
究
》
編
集
部
会
の
設
置
並
び
に
投
稿
等
に
関
す
る
規
定
案
に
つ

い
て
』
と
題
し
、
委
員
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
会
則
修
正
案
を
掲
載
し
た
。
最

終
ペ
ー
ジ
に
第
八
十
六
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

▼
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
一
日
（
土
）

　

第
八
十
六
回
例
会
を
ワ
ー
ク
ピ
ア
広
島
で
開
催
し
た
。
研
究
発
表
の
一
つ
目

は
、
広
島
大
学
大
学
院
准
教
授
、
西
原
大
輔
の
「
近
代
日
本
工
芸
と
植
民
地
」。

二
つ
目
は
、
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
教
育
研
究
助
手
（
当
時
）
朝
山
奈
津
子

の
「
C
・
リ
ー
デ
ル
に
よ
る
Ｈ
・
シ
ュ
ッ
ツ
の
受
難
曲
の
演
奏
実
践
―
「
19
世

紀
的
シ
ュ
ッ
ツ
の
真
相
―
」。
参
加
者
は
十
六
名
。

▼
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
五
日
（
土
）

　

会
報
第
百
二
号
を
発
行
。巻
頭
言
は
寺
内
大
輔
の「
密
か
な
音
楽
の
愉
し
み
」。

第
八
十
六
回
例
会
報
告
は
、
西
原
大
輔
の
発
表
を
伊
藤
奈
保
子
が
、
朝
山
奈
津

子
の
発
表
を
朝
山
自
身
が
書
い
た
。
最
終
ペ
ー
ジ
に
第
八
十
七
回
例
会
案
内
を

掲
載
し
た
。

▼
平
成
二
十
一
年
五
月
十
六
日
（
日
）

　

第
八
十
七
回
例
会
は
野
外
例
会
で
、
島
根
県
大
田
市
に
あ
る
世
界
遺
産
・
石

見
銀
山
遺
跡
を
訪
れ
た
。
大
山
委
員
の
知
り
合
い
で
、
現
地
に
お
住
ま
い
の
山

崎
一
功
氏
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
、
案
内
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
山
本
美

恵
子
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
参
加
者
は
ゲ
ス
ト
を
含
め
十
七
名
。

（
文
中
、
当
学
会
会
員
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

《
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
現
在
、
法
人
会
員
三
法
人
、
個
人
会
員

百
九
十
七
名
（
特
別
会
員
二
名
、一
般
会
員
百
七
十
六
名
、学
生
会
員
十
九
名
）》

 

（
こ
め
か
ど
・
き
み
こ　

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
）




